
施設の災害対応
問題提起・今の取り組みで大丈夫？
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本資料の見解は、個人的な意見であり会社あるいは特定の団体の総意ではありません。
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液状化・浸水・津波・土砂崩れ・土壌汚染ｅｔｃ・・・建物は、
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液状化 浸水 津波 土砂崩れ 土壌汚染ｅｔｃ 建物は、
さまざまなリスクから逃れられない。

施設管理の枠組み施設管理の枠組み
施設の維持管理日常的業務は分担して行っている。

管理会社

警備清掃設備管理 駐車場

全体として省力化が進み、人員数は減少傾向。

機械化により無人化された業務もある。（近年、駐車場は運
営形態ごと変更となっている。）

「職人」は減少し、修理等は業者に依頼する場合が大半。防
災面から見た場合は 修理が難しい災面から見た場合は、修理が難しい。

資器材は最小限のストックになっている。防災面から見た予
備は少ない。備は少ない。

災害医療体制の問題災害医療体制の問題
大型施設にはクリニック等の医療機関が入居してい機
る建物も多いが、緊急時の体制と連携している事例
は少ない。

機材や薬品等も災害対策中心に備蓄し
ている訳ではありませんている訳ではありません。

停電や断水などで、医療用機材が使え
ない場合もあります。

施設内での負傷者を減らす取り組みが重要施設内での負傷者を減らす取り組みが重要
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緊急時の組織体制について緊急時の組織体制について
平常時 緊急時

テナント 自衛消防隊本部

テナント テナント 地区隊 地区隊

テナント
テナント

地区隊 地区隊

施設利用者の相互の関係
は薄い

施設関係者は密接な連携
の下で対応

1ビル1テナント（１棟使用）の企業では、普段から顔が見えて
いる訓練が行われているため3.11でも有効に機能した例あり。いる訓練が行われているため3.11でも有効に機能した例あり。

電気設備電気設備
オフィス機器

照明

通信機器 一つ欠けて
も日常業務照明

空調

も日常業務
の継続には
大きな影響

受電設備

給排水設備

防災機器

大きな影響
がある。

受電設備 防災機器

・送電、受電設備、配電機器、配線、機器の全てが必要。
施設側で７２時間の「通常電源 確保は困難 （発電所が必要）・施設側で７２時間の「通常電源」確保は困難。（発電所が必要）
・非常用電源では、非常用の機器分しか確保できない。
・発電機器は設置環境に制約がある 後付けは難しい発電機器は設置環境に制約がある。後付けは難しい。
・追加、増設等での失敗事例あり。要注意。

具体的な「被害想定」が必要具体的な「被害想定」が必要

マクロな被害想定より、建物単位・事業単位の被害想定が重要。

東京・震度７～6 施設の直接被害

マクロな被害想定より、建物単位 事業単位の被害想定が重要。

経済被害110兆円
死者約5300人
負傷者16万人

設備の被害
機器・什器の被害
人的被害負傷者16万人

建物倒壊約２３万棟
帰宅困難者650万人

人的被害
ライフライン・交通
周辺被害・障害期間帰宅困難者650万人 周辺被害 障害期間

欠けた場合の事業への具
体的な影響を想定する。
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体的な影響を想定する。

後方支援(兵站)の問題を考慮する後方支援(兵站)の問題を考慮する
立地環境に依存する企業活動

大規模災害において、ライフラインやサプライチェーンなどの
「社会基盤の被害」が、施設にどの程度影響するか予想が困
難です また 平素は容易に手に入る「食」や「資器材」「文具」

生産・検品要員衣食住

難です。また、平素は容易に手に入る「食」や「資器材」「文具」
が入手困難となります。

原料・部品

生産・検品要員衣食住

業務施設
保管・物流 保管・物流

災害対策のため
の非日常的「後
方支援・ロジス
ティクスネット

販売人員
企業活動

業務推進のため
の日常的「サプ
ライチェーン」

ティクスネット
ワーク」

資金調達
購買 施設

資金調達
資機材

協力業者 情報・広報

購買・施設資機材



施設の「防災訓練」を確認施設の「防災訓練」を確認
防災訓練が「避難訓練」「消火器操作」「ＡＥＤ取扱」で終わって
いませんか？（消防訓練と何が違うか）

自衛消防隊本部隊（防災センター）と、自衛消防隊地区隊（テ
ナント等）と災害ボランティアが連携した訓練ですか？ナント等）と災害ボランティアが連携した訓練ですか？

オフィスでの救出訓練や重傷者の搬送訓練は組み入れられて
いますか？いますか？
消防隊が来ない想定の訓練になっていますか？

首都直下型の地震「阪神大震災」型の被害を忘れずに想定し首都直下型の地震「阪神大震災」型の被害を忘れずに想定し
ましょう。⇒建物の被害、設備の被害

防災センターの人員だけでは、対応できない被害想定をしま防災センタ の人員だけでは、対応できない被害想定をしま
しょう。⇒負傷者多数発生等

自衛消防隊地区隊・ビル内の防災ボランティア組織との連携

9
を図りましょう。⇒自衛消防本部隊と地区隊の連携

事前対策のポイント事前対策のポイント
 耐震診断と耐震改修の推進

 建物・設備に関する権利関係・購買記録等の基礎資料の
整理

 建物 設備に関する建築図面 設備取扱説明資料等の整 建物・設備に関する建築図面・設備取扱説明資料等の整
理

 コア機材や特注機材等の確認と交換品等の確保 ア機材や特注機材等の確認と交換品等の確保
 提携業者の緊急時駆け付け体制と、修理等の業者の確保
 緊急事案対応の手順をマニュアル化

急事 緊急事案対応の必要機材をリスト化
 緊急事案対応の連絡先をリスト化

 教育 訓練 演習による災害対応等の見直しと 対応要員 教育、訓練、演習による災害対応等の見直しと、対応要員
のレベルアップ

 「安全と安心」等、防災面に配慮したＦＭ戦略と管理安全と安心」等、防災面に配慮した 戦略と管理
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